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「Withコロナ」と向き合う立命館慶祥 

 

立命館慶祥中学校・高等学校  

校長 江川 順一  

  

生徒の皆さん、8 月に入り、皆さんはようやく今日から夏季休業です。新年度からの 4 ヶ月間について、

簡単に振り返ってみたく思います。4月に入学式と始業式を行うことはできましたが、その直後から北海道

知事と政府による緊急事態宣言が発令、5月14日に延長、25日に解除、6月1日から分散登校、29日

から通常登校となりました。大まかに言うと、4月は休校、5月はオンライン授業、6月は分散登校、7月

は通常登校だったと言うことができます。 

この4ヶ月間は、生徒の皆さんにとっても、私たち教職員にとっても、まさに未曾有の、「未だ曾（かつ）

て有らざる」体験でした。とりわけ中1、そして高1の皆さんには、入学式と始業式を終えた途端、級友の

顔もよく分からぬままに休校に突入し、それからは、Zoomを用いたSHRや学年集会、スマホやタブレッ

ト、パソコンを用いた授業など、怒濤のような新しい体験の連続であったことでしょう。 

中1の君、中2の君、中3の君、そして、高1の君も、高2の君も、高3の君も、よくぞ、この4ヶ

月間、私たちについてきてくれました。オンライン授業が始まった5月当初は混乱こそありましたが、分散

登校が軌道に乗った 6 月半ばからは、登校時のフォローもあり、皆さんが Zoom や Skype、Classi、

OneDrive等を普通に使いこなし、オンラインの各種ソフト・コンテンツに適応できていたことに、私たち

教職員は驚きを隠せません。このことは私たちにとっても未曾有の体験であり、前掲のオンラインに係る各

種ソフトやコンテンツについては、一部の者を除いて活用の経験が豊富ではなかったからです。その意味で、

私たちも、この4ヶ月間、生徒の皆さんと一緒に学んできたと言っても過言ではありません。 

オンライン授業は、今後の立命館慶祥の学習スタイルの中に何らかのかたちで取り入れられることは間違

いありません。生徒の皆さんが今回獲得したスキルは、大学はもちろん、実社会にも必ず役に立つからです。

新型コロナによって、世界中の大きな企業の多くが、Zoom や Skype を用いた在宅勤務を行いました。つ

まり、世界が、この形式を選択したのです。これからの未来に生きる皆さんは、「そのための練習をしてきた」

と言っても過言ではないのです。「Withコロナ」時代においては、このことがますます加速化すると考えて

おります。 

この4ヶ月間の取組を踏まえ、これからの慶祥は、リアルとオンラインの学びを往来し、その利点を最大

限に享受し、自らを成長させるスキルと学力を持った生徒を育成することが求められると考えています。こ

のため、学校の WiFi 環境整備や教員研修会なども不可欠です。前回の校長メッセージでも触れましたが、

このことの実現のためには、ご家庭の通信環境の整備、PC やタブレットの準備など、保護者の皆さまのお

力添えをいただかなくてはなりません。 

 

今日、入試広報の一環として、「学びを止めない！ 2020慶祥オンラインサマースクール」を開催しまし

た。SDGsを共通テーマに、午前は食品ロス、午後はレジ袋について考えるという趣旨です。参加者は、本

校HP に申し込んでもらった国内および海外の児童です。各 120 分間。本校教員の西島・児玉が授業者と
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なってZoomを活用し、オンラインで参加者の顔を確かめながら双方向の授業を行いました。 

対象は小学生でしたが、小3から小6の児童のべ63人が参加しました。参加児童は、全員が普通にZoom

を操作していました。中には保護者と一緒に参加している児童もありましたが、保護者は児童に扱い方を教

わって、ようやく参加できているような状況でした。Zoomをサクサク操り、楽しく授業を受ける大勢の小

学生の姿をモニターで眺めながら、私は、半世紀前の、OHP シートをレンズの上に置く原始的なオーバー

ヘッドプロジェクタしかなかった自分の小学生時代を思い出しておりました。Zoom児童、後生畏るべし。 

 

昨年 12 月 4 日、アフガニスタンで人道支援に取り組んできたＮＧＯ「ペシャワール会」の現地代表で、

医師の中村哲さんの乗った車が何者かに銃撃され、中村さんは同乗の方々とともに尊い命を失いました。 

このたび、中村哲さんを悼み、立命館大学が京都で運営する国際平和ミュージアム、国際 NGO「ペシャ

ワール会」、北海道新聞にご協力・ご後援をいただき、「中村哲先生特別写真展～出会いと原体験～」を校内

と札幌地下歩行空間で開催することとなりました。この取組は、中村哲さんの活動に感銘を受けた本校生徒

有志と、札幌新陽高校生徒有志が集まって企画と運営を行うものです。両校の生徒は、直接会って「鳩首協

議」したわけではなく、オンラインでつながっての開催です。こんなところにも、これからの若者の生き方

がほの見えてきます。なお、本校では、8月25日〜27日に写真展を開催します。 

開催費用の調達については、北海道新聞が運営するクラウドファンディングサービスを活用して、現在も

募金活動を行っております。募集締切は 8 月 15 日です。この取組にご賛同される方については、下記の

URLリンクより、資金の提供をしていただけると生徒の大きな励みとなります。どうぞよろしくお願いしま

す。このことのお問い合わせについては、本校の小西（国際平和ミュージアム専門委員）まで。 

https://find-h.jp/project/nakumuratetsu-pic/detail 

以下に、生徒が作成した概要を転載します。 

2019年12月に亡くなられた中村哲先生の写真展を、札幌市のチ・カ・ホ 札幌駅前通地下広場憩

いの空間で、立命館慶祥高等学校と札幌新陽高等学校が共同して開催します。 

中村哲先生と PMS･ペシャワール会のアフガニスタンでの活動や、現地の人たちと助け合いながら大

きな事業を成し遂げる姿を写真で観ていただき、コロナ禍でも前に進む勇気を与えたり、国際問題に向

き合うきっかけを作れたらと考えました。そして人と人との「つながり」の大切さをみなさんと共有し

たいです。 

【企画運営は札幌市の高校生】 

札幌にある２つの高校、立命館慶祥高等学校と札幌新陽高等学校が連携して、中村哲先生の写真展を

開催します。初めて協働する私たちは、このコロナ禍の状況でオンラインでの顔合わせからプロジェク

トをスタートしました。直接会ったことはなく、それぞれがオンラインで連携しながら準備を進めてい

ます。今、このコロナ禍の中で、何もやらないで高校生活を終えるのではなく、中村哲先生の人生から

学びを得ることで、この先の人生に「つながる」道を切り開いていきたいと考えています。 

【地下歩行空間写真展は私たちの思いの場】 

私たちは、学校内においても、それぞれの特徴を活かした写真展を開催します。 

地下歩行空間での写真展は、お互いの特徴を活かした集大成の写真展になります。 

今回、写真は立命館大学国際平和ミュージアムとペシャワール会から貸していただきます。中村哲先

生と PMS･ペシャワール会の活動や、その時代背景、アフガニスタンの文化や歴史などを、この機会に

皆さんにお伝えすべく、両校の生徒それぞれが感じた想いをチ・カ・ホ 札幌駅前通地下広場の写真展

で繰り広げます。 

【写真展実施日程】 

日付：2020年8月29日（土）・8月30日（日）の2日間 

場所：チ・カ・ホ 札幌駅前通地下広場 
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